


	 平和の色は実に美しいとは思いませんか？今日、私たちの目の前にあ
るこの鮮やかな色彩の絵画は、過去の苛烈で痛苦に満ちた歳月の賜物なので
す。4月末が近づくにつれ、私たちは皆、50年前のあの神聖なる歴史の刻印 – 
1975年4月30日 – 砲弾が降り止み、祖国が公式に独立と自由を取り戻した瞬
間を、より身近に追体験しているかのようです。

	 「 北 か ら 南 へ 、 手 を 固 く 握 り 合 お う 。 我 ら は 山 河 を 繋 ぐ
た め 、 大 き な 腕 の 輪 を 作 り 続 け る の だ 。 」 （ 故 チ ン ・ コ ン ・
ソ ン 氏 の 楽 曲 『 ノ ー イ ・ ヴ ォ ン ・ タ イ ・ ロ ン 』 よ り 抜 粋 ） 
統一された山河は、S字の帯となって一つに繋がりました。幾百万の心臓は一つ
の鼓動を刻みます。団結と誇りの旋律は、北から南へ、あらゆる道、あらゆる
街角で高らかに鳴り響き、その後数十年にわたり、未来永劫へと響き渡っていま
す。
	 今日の祖国は、目覚ましい変貌を遂げました。戦争の灰燼の中から雄々

しく立ち上がり、ベトナム民族は力強く飛躍し、日々革新と発展を続けていま
す。その奇跡的な転換を支えているのは、個性的で、かけがえのない一人ひと
りの国民による豊かな貢献です。ベトナム国民一人ひとりは、民族の独自性
を守ることを常に胸に刻みつつも、開かれた思考と行動をもって五大陸と繋が
り、多様な知識を受け入れ吸収し、ベトナム社会、ひいては全世界の繁栄を共
に築き上げるべく邁進しています。

	 未来へと続くこの輝かしい道程において、ベルシステム24ベトナム
は、個々の個性と一つひとつの声を深く尊重し、それらが共鳴することで生
まれる、強靭で揺るぎない力を、我々の発展の礎として大切にしています。 

平和とは何色か？ 赤、青、橙、藍、紫か？ 否、心の血潮、その色ぞ。 国土一寸 染めし赤。」

親愛なるBSVersの皆様へ
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特化ページ 南部営業部、「お守り：一つのチーム、一つの信
念、一つの幸運」ワークショップを開催

南部営業部・研修チームが主催する、心をテーマにした
一連のワークショップシリーズの第一弾として、「お守
り：一つのチーム、一つの信念、一つの幸運」と題したプ
ログラムが去る4月19日午前に開催され、BSVe r s（ベル
システム24ベトナム従業員）から大変好評を得ました。 
参加したBSVersは、日本の文化における幸運の象徴であるお守り
の由来や意味を学ぶとともに、自身の手でオリジナルのお守り袋
作りに挑戦。完成したお守り袋には、自分自身や同僚への前向き
な願いや信念を込めていました。

BSVには何BSVには何

がある？がある？
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グローバル事業部、「生け花ワークショッ
プ」で部門内の結束を強化

第1回目の「生け花ワークショップ」
が参加者から好評だったことを受け、グ
ローバル事業部では、この意義深い交流
活動を去る4月1日と15日に再び開催し
ました。本プログラムは、生け花の芸術
に関する興味深い知識を提供し、草花に
親しむ体験をもたらすだけでなく、プロ
ジェクトメンバー間の連携強化にも貢献
しました。

Woa so lovely 

I love it
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新しいCEOを歓迎するための本社のイベント HTHプロジェクト、設立・運営開始3周年記念パ
ーティーを開催

4月23日、HTHプロジェク
ト（グローバル事業部）は、
設立および運営開始から3周
年を記念する祝賀パーティー
を開催しました。HTHチーム
のBSVメンバーと共に過ごし
た、和やかで楽しいパーティ
ーの様子を、素敵な写真でご
紹介します！

Happy birthday to HTH!

4月24日の午後、本社で新しいCEOを
正式に歓迎する小さなイベントが開催さ
れ、ここにいるBSVersが参加しました。
温かい祝福の言葉と共に、面白い「ミニ
ゲーム」が交互に行われ、皆の距離をさ
らに縮めることができました。
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採用部、月間優秀者表彰と誕生日会でチーム
の士気向上と結束強化

3月における目覚ましい貢献を称え、
その功績を認めるため、採用部は月間
優秀者に対する表彰式を行いました。
また、この機会は仲間チーム全体がア
ットホームな雰囲気の中、ささやかな
パーティーで一堂に会し、4月生まれ
のメンバーへ温かい誕生祝いの言葉
を贈る、結束を深める場ともなりま
した。

Happy birthday

採用チーム、ハノイ観光短期大学の学生と
交流会を実施

4月21日午後、ハノイ観光短期大学にて、
採用チーム社と旅行管理・ガイド学科に所属
する学生100名以上との交流会が開催されま
した。これは、今後の同社と同大学との強固
な協力関係に向けた重要な布石であり、その
連携の基盤を築くものです。交流会では、仲
間は労働市場やカスタマーサービス分野にお
ける職業スキルに関する有益な情報を提供す
るだけでなく、参加型の楽しいミニゲームも
企画・実施し、同社と学生との間の距離を縮
めました。

12 13
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採用部、「ジョブフェア2025＆協力協定調印式」で
次世代の若手人材と交流

去る4月、BSV採用チームは、ベトナム女
性学院（VWA）で開催された「ジョブフェア
2025＆協力協定調印式」に参加しました。
このイベントは、意欲に溢れ、将来有望な学
生たちが多数集う貴重な機会となりました。 
当日は100名を超える学生がのフォトブースを
訪れ、ミニゲームに熱心に参加したり、魅力的
な求人情報について尋ねたりするだけでなく、
将来のキャリアパスに関する実践的なアドバイ
スに真剣に耳を傾けていました。

BSVでは、スタッフ、特にエージェントチームの業務スキル向上は、各プ
ロジェクトにおいて常に重視されています.
去る3月27日、研修部長であるブイ・ティエン・ズン氏が、テックコムバ

ンク・ハノイ支店プロジェクト所属のBSVersに対し、「おもてなし - 日本
の最高峰の顧客ケア術」をテーマに直接指導を行いました。
同様に興味深いこの内容について、4月10日には南部事業部の研修チーム

が、テックコムバンクホーチミンプロジェクトで勤務するBSVersに対し、
実践的な知識と経験を提供しました。

研修部、各プロジェクトのエージェント向けに
「スキルアップ」プログラムを展開

これに先立ち、4月3日か
ら4日にかけては、VTVc a b
プロジェクトが研修部と連
携し、同プロジェクトのス
タッフ向けに「効果的な傾
聴とフィードバックのスキ
ル」研修を実施しました。 

「スキルアップ」は、多くのプ
ロジェクトのエージェントから関
心を集め、積極的に受け入れられ
ている研修プログラムです。 実用
的な知識とスキルを提供するだけ
でなく、BSVersが交流し、互いに
学び、より強い絆を築くための場
も創出しています。

14 15
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多くの困難はありましたが、本当に好きなことがあったからこそ、仕事の
疲れも乗り越えられました。映画製作の現場はとても楽しかったですし、時に
は、意図せずスクリーンに登場する俳優になってしまうこともありました（
笑）。結局のところ、どんな仕事にも価値があり、新しいことを経験し、学ぶ
機会を与えてくれる。それが日々の人生経験を豊かにしてくれるのだと思いま
す。」とアイン・フオンさんは当時を回想します。自身のキャリアについて語るアイン・フオンさんは、かつて銀行アカデミー

で会計学を専攻していたと明かしてくれました。在学中、彼女は様々な課外
活動にも積極的に参加し、その行動力を発揮していたそうです。しかし卒業後
は、数字を扱い、ある意味「ドライ」とも言える会計分野の道を選ぶのではな
く、幼い頃から情熱を抱いていた映画の世界へ。制作スタッフとして映画製作
の現場に飛び込むことを決意しました。「子供の頃から、映画の世界に夢中で
した。単に娯楽として映画を観るだけでなく、一つ一つの映像の裏側に何があ
るのか、カメラの後ろにいる人たちがどのようにして映像で物語を紡ぎ出して
いるのか、その過程を知りたいという強い好奇心があったんです。」そして、
そのチャンスが訪れた時、彼女はかねてから切望していた「知りたい」という
思いを実現させる機会を掴んだのです。

フオンさんは当時を振り返っ

て、当時の日々は、時間やスケジ

ュールの厳しさ、撮影隊と共に頻

繁に移動しなければならないな

ど、非常に大変だったものの、そ

のおかげで意義深いことを多く学

び、日々経験を積み、精神的な強

さを培うことができました。

しかし、よく言われるように、情熱と収入のバラ
ンスを取るのは難しいものです。映画業界で「燃え尽
きるほど」情熱を注いだ数年間、芸術的な映画作品が
生まれるプロセスを理解し、実際にそれに携わった上
で、フオンさんは一区切りをつけることを決意しまし
た。「もちろん、今でも時折、小さなプロジェクトで
協力する機会はありますが、以前のように撮影スケジ
ュールがぎっしり詰まった日々ではありません。シン
プルに、自分の情熱と再び向き合いたい、そう思って
います。」

映画への情熱に燃えた青春

現在はより安定した仕事を選び、ここ約3

年間はHTHプロジェクトが彼女の活躍の場

となっています。アイン・フオンさんは、

このプロジェクトの初期メンバーの一人で

あり、立ち上げから発展に至るまで関わり

続け、現在に至ります。

18 19
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勤務時間が挑戦にならないことに加え、明るく活気のある同僚
たちの存在が、フオンさんが現在までこの場所で働き続ける決め
手となりました。「HTHではもう最年長のメンバーですね（笑）
。2022年の採用面接の時は30歳でしたが、今はもう33歳。プロ
ジェクトの20代前半の若いメンバーと比べると、まさに『お姉さ
ん』的存在です。」とフオンさんは率直に語ります。しかし、実
際にフオンさんに会って接してみれば、彼女がプロジェクトの「
後輩」たちとも自然に関わり、良好な関係を築ける理由はすぐに
理解できるでしょう。若々しい外見に加え、経験に裏打ちされた
深みのある話の中に垣間見える、彼女自身の活発で情熱的な人柄
が印象的だからです。若い同僚たちと日々接することで、自分自
身もフレッシュな気持ちになり、若返るような気がすると彼女は
話します。

アメリカのクライアントを対象
とする現在のHTHプロジェクトに
ついて、フオンさんはBSV内の他
のプロジェクトと比較して多くの
特有な点があると語ります。最大
の違いは勤務時間です。両国間に
は大きな時差があり、これがここ
で働く多くのスタッフにとって最
大の困難かもしれません。しかし
フオンさんにとっては、それは大
きな挑戦や課題とは感じていない
ようです。「以前、ヨーロッパの
クライアントと仕事をした経験が
あり、時差のある働き方や夜勤に
も慣れています。映画製作の現場
にいた頃は、1日に16～18時間現
場にいることも、それが何日も続
くこともありました。あの頃と比
べれば、今の時間はむしろ『楽』
な方かもしれませんね。」と、ア
イン・フオンさんは笑顔で語って
くれました。厳しい労働時間を厭
うどころか、むしろそうした経験
が彼女の忍耐力と自己規律の精神
を培ってきたのです。フオンさん
にとって困難があるとすれば、そ
れは実家から離れて暮らしている
こと、そして仕事の性質上、頻繁
には家族の元へ帰る時間を取れな
いことでしょう。この点につい
て、フオンさんは、可能な限り都
合をつけて両親と過ごす時間を作
るよう努めていると語りました。

仕事には困難が伴うこともあります

が、アイン・フオンさんがこの場所で

の活動を続ける理由は、個々人の個性

や独自性を尊重するここの環境にあり

ます。周囲への敬意を前提に、誰もが

自身の性格や考えをオープンに表現す

ることが奨励されており、それが多様

な思考や解決策を生み出す土壌となっ

ています。これは、創造的な問題解決

を促進するだけでなく、チーム全体に

前向きで活気のある雰囲気をもたらし

ます。一人ひとりが大切にされている

と感じることで、貢献意欲や成長への

モチベーションが高まります。その結

果、フオンさんにとって仕事はより一

層意義深いものとなっているのです。

ここでは、一人ひとりの個性が尊重される
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しかし、これが単なる個人的な決断ではないことも理解していました。こ
の身体を与えてくれた両親がいるからこそ、彼らに伝える必要があると感じた
のです。規範を重んじる厳格な家庭で育ったフオンさん。娘から初めてこの話
を聞いたお母様は、非常に驚き、全く賛同できない様子だったと言います。「
まだこんなに若いのに、どうしてそんなことを考えるの？」お母様のような世
代の方にとって、死に触れることや、それに関わる準備を話題にすること自体
が、縁起でもないことだとフオンさんは理解していました。それでも、彼女は
諦めませんでした。自分が正しいと信じることをしていると確信していたから
です。言い争ったり、拗ねたりすることもなく、そして何より、生みの親であ
るお母様の同意なしに勝手に話を進めることもしませんでした。彼女が選んだ
のは、焦らず、時間をかけて、亡くなった方からの臓器提供によって救われた
命の話や、それがもたらす希望について、お母様に伝え続けることでした。2
年という歳月を経て、完全には納得せずとも、娘の真剣な願いを理解したお母
様は、ついにその思いを受け入れてくれたのです。そして今年の初め、フオン
さんはついに臓器提供の意思登録手続きを完了し、その意義深い一歩について
晴れやかな表情で私たちに語ってくれました。

「何かを試す上での唯一の制約
は、それが違法なことである場合
だけです。それ以外のことについて
は、若い皆さんには、好きなこと、
情熱を傾けられること、意義を感じ
ること、挑戦してみたいことなど、
新しいことに思い切って挑戦してほ
しいと常に考えています。時には少
し後悔することもあるかもしれませ
んが、少なくとも、挑戦し、その結
果を受け止めたという事実がありま
す。そして何より大切なのは、その
経験を通して日々成長していくこと
だと思います。」とフオンさんは語
ります。

「30歳になったある日、自分の人生がどこか落ち着きすぎてい
るように感じたんです。何かを変えたい、自分自身に挑戦し、視点
を変えたいと思いました。何か違うこと、本当に意義のあることを
しなければという思いに駆られました。そして、国立臓器移植調整
センターに臓器提供の意思登録をすることを決めたんです。誰かに
何かを証明するためではありません。ただ、いつかこの肉体がなく
なった後も、どこか他の場所で新しい命が続いてほしい、そう願っ
ただけなんです。」フオンさんは、その決断について真摯に語って
くれました。

意義があると信じるなら、勇気を持
って経験しよう

プロジェクト、そしてBSV全体にとっても重要なピースである
アイン・フオンさん。彼女が自己成長の道のりで選択してきたこ
とやその人生観には、独自の輝きがあります。フオンさんが語っ
てくれたように、一人ひとりの違いこそが、日々の豊かな成長の
糧となり、多様で豊かな社会を築く礎となるのです。そしてそれ
は、まさにBSVというブランドが目指している価値観そのもので
もあります。

22 23



しかし、これが単なる個人的な決断ではないことも理解していました。こ
の身体を与えてくれた両親がいるからこそ、彼らに伝える必要があると感じた
のです。規範を重んじる厳格な家庭で育ったフオンさん。娘から初めてこの話
を聞いたお母様は、非常に驚き、全く賛同できない様子だったと言います。「
まだこんなに若いのに、どうしてそんなことを考えるの？」お母様のような世
代の方にとって、死に触れることや、それに関わる準備を話題にすること自体
が、縁起でもないことだとフオンさんは理解していました。それでも、彼女は
諦めませんでした。自分が正しいと信じることをしていると確信していたから
です。言い争ったり、拗ねたりすることもなく、そして何より、生みの親であ
るお母様の同意なしに勝手に話を進めることもしませんでした。彼女が選んだ
のは、焦らず、時間をかけて、亡くなった方からの臓器提供によって救われた
命の話や、それがもたらす希望について、お母様に伝え続けることでした。2
年という歳月を経て、完全には納得せずとも、娘の真剣な願いを理解したお母
様は、ついにその思いを受け入れてくれたのです。そして今年の初め、フオン
さんはついに臓器提供の意思登録手続きを完了し、その意義深い一歩について
晴れやかな表情で私たちに語ってくれました。

「何かを試す上での唯一の制約
は、それが違法なことである場合
だけです。それ以外のことについて
は、若い皆さんには、好きなこと、
情熱を傾けられること、意義を感じ
ること、挑戦してみたいことなど、
新しいことに思い切って挑戦してほ
しいと常に考えています。時には少
し後悔することもあるかもしれませ
んが、少なくとも、挑戦し、その結
果を受け止めたという事実がありま
す。そして何より大切なのは、その
経験を通して日々成長していくこと
だと思います。」とフオンさんは語
ります。

「30歳になったある日、自分の人生がどこか落ち着きすぎてい
るように感じたんです。何かを変えたい、自分自身に挑戦し、視点
を変えたいと思いました。何か違うこと、本当に意義のあることを
しなければという思いに駆られました。そして、国立臓器移植調整
センターに臓器提供の意思登録をすることを決めたんです。誰かに
何かを証明するためではありません。ただ、いつかこの肉体がなく
なった後も、どこか他の場所で新しい命が続いてほしい、そう願っ
ただけなんです。」フオンさんは、その決断について真摯に語って
くれました。

意義があると信じるなら、勇気を持
って経験しよう

プロジェクト、そしてBSV全体にとっても重要なピースである
アイン・フオンさん。彼女が自己成長の道のりで選択してきたこ
とやその人生観には、独自の輝きがあります。フオンさんが語っ
てくれたように、一人ひとりの違いこそが、日々の豊かな成長の
糧となり、多様で豊かな社会を築く礎となるのです。そしてそれ
は、まさにBSVというブランドが目指している価値観そのもので
もあります。

22 23



特化ページ

BSV BSV 
仲間仲間

24 25



特化ページ

BSV BSV 
仲間仲間

24 25



26 27



26 27



楽しく遊楽しく遊
ぼう！ぼう！

仕事に戻る前に、少しリラックス

しましょう！
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提案箱提案箱
「Every voice matters」というメッセージを込めて、私

たちは一人ひとりの声が重要であると信じています。その
ため、「BSVホーム」の内容をより充実させるために、皆さ
んのご意見をもっとお聞きしたいと考えています。役立つ
ご意見やコーナーに適用できるアイデアをお寄せいただい
た方には、感謝の気持ちとしてささやかなプレゼントを差
し上げます。ご意見がありましたら、是非下のQRコードを
スキャンしてくださいね！

また、「BSVホーム」へのコンテンツ提供を希望される場合
は、以下のメールアドレスにご連絡ください

bsvcommunications@bell24vietnam.vn
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